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主な目次
五霞中学校体育祭

　９月８日、五霞中学校体育祭が開
催され、クラス対抗競技などで熱戦
が繰り広げられました。
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町
で
は
、
今
ま
で
町
内
の
複
数
企

業
、
各
種
団
体
と
災
害
時
に
お
け
る

応
援
協
定
を
締
結
し
て
き
ま
し
た
が
、

自
治
体
間
で
の
相
互
応
援
協
定
は
締

結
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
に

は
、
一
自
治
体
の
力
で
は
限
界
が
あ

り
、
自
治
体
間
の
連
携
・
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
８

月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
防
災

週
間
に
併
せ
、
次
の
自
治
体
と
﹁
災

害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
書
﹂
の

締
結
を
行
い
ま
し
た
。

○
主
な
内
容

⑴
食
糧
及
び
生
活
必
需
品
の
提
供

⑵
救
援
及
び
応
急
復
旧
等
に
必
要
な

職
員
の
派
遣

⑶
避
難
場
所
及
び
避
難
施
設
の
提
供

な
ど

○
協
定
締
結
理
由

①
九
十
九
里
町
と
は
、
昭
和
63
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
﹁
五
霞
っ
子
体

験
・
交
流
教
室
﹂
に
お
い
て
学
校

間
相
互
交
流
︵
小
学
５
年
生
︶
が

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
九
十
九
里
町
は
、
沿
岸
部
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
五
霞
町
で
懸
念

さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
河
川
の
増

水
に
よ
る
水
害
を
、
五
霞
町
と
同

時
に
被
災
す
る
可
能
性
は
低
く
、

九
十
九
里
町
か
ら
の
応
援
が
期
待

で
き
る
こ
と
。

③
五
霞
町
に
お
い
て
は
、
地
震
に
伴

う
津
波
に
よ
る
被
災
の
お
そ
れ
が

な
い
こ
と
か
ら
、
九
十
九
里
町
で

の
津
波
に
よ
る
被
災
時
の
応
援
が

可
能
な
こ
と
。

九
十
九
里
町
の
概
要

　
太
平
洋
、
九
十
九
里
浜
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
人
口
１ 

８
，
１
７
０

人
︵
７
，
３
１
７
世
帯
︶
で
、
行
政

面
積
23
．
72
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

　○
主
な
内
容

⑴
食
糧
及
び
生
活
必
需
品
の
提
供

⑵
救
援
及
び
応
急
復
旧
等
に
必
要
な

職
員
の
派
遣

⑶
避
難
場
所
及
び
避
難
施
設
の
提
供

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ
旋
な
ど

※
３
市
町
の
協
定
で
は
、
隣
接
し
て

い
る
地
理
的
条
件
を
活
か
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ
旋
な
ど
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
協
定
締
結
理
由

①
利
根
川
、
江
戸
川
を
挟
ん
で
隣
接

す
る
五
霞
町
、
境
町
及
び
野
田
市

の
３
市
町
で
は
、
現
在
、
﹁
川
の

ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
事
業
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
の
最
初
の
事

業
と
し
て
、
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
と
３
市
町
で
の
地
域
連
携
並

び
相
互
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
る
こ
と
。

②
過
去
の
水
害
で
河
川
が
増
水
し
、

片
方
の
岸
が
決
壊
し
た
際
も
、
対

岸
は
決
壊
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

対
岸
市
町
か
ら
の
応
援
が
期
待
で

き
る
こ
と
。

野
田
市
の
概
要

　
江
戸
川
の
東
側
、
利
根
川
の
西
側

に
位
置
し
、
人
口
１
５
７
，
１
３
８

人
︵
６ 

３
，
１
０
７
世
帯
︶
で
、
行

政
面
積
１
０
３
．
５ 

４
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。

境
町
の
概
要

　
利
根
川
の
東
側
に
位
置
し
、
人
口

２ 

５
，
２
７
０
人
︵
７
，
９
９
０
世

帯
︶
で
、
行
政
面
積
46
．
58
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。

※
人
口
、
世
帯
数
は
、
８
月
１
日
現

在
︵
出
典
：
九
十
九
里
町
、
野
田
市
、

境
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
︶

自
治
体
と
は
初
め
て

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

千
葉
県
　
九
十
九
里
町

　
　
　
　
　
　
協
定
締
結

　
　
　
（
締
結
日
　
８
月
31
日
）

千
葉
県
　
野
田
市

茨
城
県
　
境
町

　
　
　
　
　
　
協
定
締
結

　
　
　
（
締
結
日
　
９
月
３
日
）

九十九里町　川島町長　　　　　五霞町　染谷町長境町　野村町長　　　五霞町　染谷町長　　　野田市　根本市長
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株
式
会
社
五
霞
ま
ち
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
の
平
成
２３
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で
の
１
年

間
の
経
営
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
道
の
駅
﹁
ご
か
﹂
は
平
成
１７
年
４

月
２３
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
来
場
者

数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
平

成
２３
年
度
に
お
け
る
施
設
延
べ
利
用

者
数
︵
レ
ジ
通
過
者
︶
は
、
約
８７
万

人
、
農
産
物
直
売
所
を
含
む
総
売
上

高
は
約
９
億
円
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
経
常
利
益
は
約
１
，
９
０
０

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
「
華
こ
ぶ
し
」

　
様
々
な
地
域
食
材
を
利
用
し
た
食

事
を
提
供
し
、
家
族
連
れ
や
観
光
団

体
で
の
来
店
が
多
く
、
愛
ち
ゃ
ん
の

幅
広
う
ど
ん
や
天
然
な
ま
ず
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
も
大
変
ご
好
評
頂
い
て

い
ま
す
。

◆
軽
食
コ
ー
ナ
ー
（
加
工
施
設
）

　
幅
広
い
客
層
に
利
用
さ
れ
、
特
に

大
人
気
の
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
ま
ん
に
加

え
、
五
霞
町
産
の
お
米
や
ブ
ル
ー
ベ

ー
リ
ー
を
使
用
し
た
道
の
駅
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
お
酒
も
ご
好
評
頂
い
て
い
ま

す
。

◆
農
産
物
直
売
所
「
わ
だ
い
万
菜
」

　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
に
経

営
を
委
託
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所

は
、
毎
日
新
鮮
な
地
場
産
農
産
物
や

ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
の
精
肉
を
求
め
る
多

く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
、
道
の

駅
﹁
ご
か
﹂
の
活
気
を
よ
り
引
き
立

て
て
い
ま
す
。

　
情
報
施
設
で
は
、
道
路
情
報
や
地

域
情
報
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

備
わ
っ
て
お
り
、
様
々
な
道
路
利
用

者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
五
霞
東
・
西
小
、
中
学
校

の
児
童
生
徒
の
作
品
展
や
コ
ス
モ
ス

写
真
展
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
色
々

な
展
示
を
し
、
利
用
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
利
用
者
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
分
の
売
上
割
戻
金
と

し
て
、
㈱
五
霞
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
か
ら
町
に
対
し
９
，
９
２
５
，

６
７
８
円
が
納
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
割
戻
金
に
つ
い
て
は
、
道
の

駅
﹁
ご
か
﹂
に
お
け
る
今
後
の
修
繕

費
用
等
へ
充
て
る
予
定
で
す
。

地
域
食
材

　
　
　

供
給
施
設

情
報
施
設･

　
　
　

交
流
広
場

売
上
割
戻
金

約
９
９
０
万
円
を

　
　
　

町
に
納
付

株式会社五霞まちづくり交流センター
（道の駅「ごか」）の経営状況

平成23年度



歳入決算額 44億2,961万円

町税
21億2,485万円
48.0％

個人町民税 4億784万円

法人町民税 3億135万円

固定資産税 13億1,404万円

軽自動車税 2,145万円

町たばこ税 8,017万円

地方交付税 5億2,626万円 11.9％

町債 2億4,060万円 5.4％

繰越金
5億8,043万円
13.1％

国庫支出金
2億3,650万円
5.3％

県支出金
2億2,732万円
5.1％

地方消費税交付金
1億2,853万円 2.9％

地方譲与税
6,563万円 1.5％

分担金・負担金 5,102万円 1.4％

繰入金 7,445万円 1.7％

その他
1億6,403万円 3.7％

町税の推移
　町税は、震災等により法人町民税が昨年に比べ減
少しましたが、7年連続で20億円を上回りました。
　また、平成23年度の収納率は、県内４４市町村中
第３位で、県平均90.5％（速報値）よりも高いポイン
トになっています。
　町では、今後も収納率の向上を目指して、自主財源
の確保に努めます。

（単位：億円）

※国民健康保険税を除く。

H23H19 H20 H21 H22
4.1
3.0
13.1
1.0
21.2
96.2％

個人町民税
法人町民税
固定資産税
その他
合計
収納率

4.7
3.4
12.3
0.9
21.3
96.5％

4.6
3.5
12.9
0.9
21.9
96.4％

4.6
2.1
13.0
0.9
20.6
96.0％

4.2
4.1
13.4
0.9
22.6
96.3％

歳入
44億

2,961万円

平成23年度

一般会計決算の
概  要

●町民1世帯当たり月額換算すると　（世帯　3,113世帯　平成24年3月31日現在）

収　　　入 支　　　出

56,881 円 食　費（人件費） 20,734 円

パート収入
（使用料,分担金等）

1,930 円 医療費（扶助費） 13,047 円

定期預金の解約（繰入金） 1,993 円 ローン返済（公債費） 13,194 円

前月からの繰越（繰越金） 15,538 円
住宅増築工事
（普通建設事業費）

1,972 円

給　料（町税）

親からの援助
（交付税,国県支出金等）

31,702 円
生活費
（光熱水費,物品購入費等）

17,132 円

110,832 円

ローン借入（町債） 6,440 円
車検,家の修繕費
（災害復旧・維持補修費）

14,791 円

雑収入(寄付金，財産収入等) 4,094 円 子供への仕送り（繰出金） 14,011 円

貯　金（積立金,投資及び出資
金,貸付金等）

15,951 円

合　　計 118,578 円 合　　計

　
第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
６
日

か
ら
14
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定
等
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

 

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額

44
億
２
，
９
６
１
万
円
、

歳
出
総
額
41
億
４
，
０
２

４
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出

と
も
に
前
年
度
決
算
額
を

下
回
り
ま
し
た
。

　
繰
越
額
を
控
除
し
た
実

質
的
な
収
支
は
、
５
億
７
，

０
５
６
万
円
の
黒
字
、
当

該
年
度
だ
け
の
単
年
度
収

支
は
、
３
億
５
，
５
２
３

万
円
で
、
３
年
連
続
の
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
財
政
調
整
の
基
金

取
崩
し
や
地
方
債
の
繰
上

償
還
な
ど
、
黒
字
要
素
や

赤
字
要
素
を
控
除
し
た
実

質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て

も
、
３
年
連
続
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
44
億

２
，
９
６
１
万
円
で
前
年

度
決
算
額
47
億
５
，
７
１

８
万
円
に
比
べ
6.9
％
︵
３

億
２
，
７
５
７
万
円
︶
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
特
徴
点
と
し
て
、
町

税
の
法
人
税
割
が
約
１
億
円
減
少
し

た
も
の
の
、
７
年
連
続
で
２０
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
が
３
億
４
，

０
０
０
万
円
増
加
し
た
も
の
の
、
町

債
が
４
億
６
，
０
０
０
万
円
減
額
し

た
た
め
、
全
体
と
し
て
３
億
２
，
０

０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
入
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歳出決算額 41億4,024万円

主な普通建設事業費
◆一般会計

維持補修工事
中央公民館空調設備工事
道路整備
中央公民館非常用発電機交換工事
道の駅ごか 屋根修繕工事

（単位：千円）
27,500
13,282
9,922
4,935
3,990

性質別歳出とは・・・
　どのような性質の経費がどのくらい使われたの
かを示しています。

・人件費
　　町長、職員の給与や議員報酬などです。

・扶助費
　　児童、高齢者や障害者に対するものです。

・公債費
　　町が借りた地方債の返済（元利償還金）です。

・普通建設事業費
　　道路や施設の整備にかかるものです。

・物件費
　　消耗品費や委託料などです。

・維持補修費
　　公共用施設の修繕費です。

・補助費等
　　ごみ処理や消防などの負担金です。

・積立金
　　特定の目的のために積み立てるものです。

・繰出金
　　特別会計に支出される経費です。

・投資及び出資金
　　県信用保証協会等への出資金です。

・貸付金
　　高額療養費等への貸付金です。

歳出
性質別

普通建設事業費
7,365万円 1.8％

物件費
5億284万円 12.2％

維持補修費
1,524万円 0.4％

扶助費
4億8,783万円
11.8％

扶助費
4億8,783万円
11.8％

積立金
5億9,336万円
14.3％

積立金
5億9,336万円
14.3％

貸付金
124万円
0.0％

投資及び
出資金
128万円
0.0％

繰出金
5億2,341万円
12.6％

災害復旧費
3,444万円 0.8％

人件費
7億7,455万円 18.7％
人件費
7億7,455万円 18.7％

公債費
4億9,286万円 11.9％
公債費
4億9,286万円 11.9％

補助費等
6億3,999万円
15.5％

41億
4,024万円

性
質
別

議会費
9,353万円
2.3％

諸支出金
5億9,214万円
14.3％

その他
3,837万円
0.9％

公債費
4億9,286万円 11.9％

衛生費
4億6,215万円
11.2％

教育費
3億1,703万円
7.7％

消防費
2億1,885万円
5.3％
農林水産業費
2億1,528万円
5.2％

歳出
目的別

民生費
9億2,098万円 22.2％
民生費
9億2,098万円 22.2％

総務費
5億220万円 12.1％
総務費
5億220万円 12.1％

土木費
2億8,685万円 6.9％
土木費
2億8,685万円 6.9％

41億
4,024万円

目
的
別

　
歳
出
決
算
額
は
、
41
億

４
，
０
２
４
万
円
で
前
年

度
決
算
額
41
億
７
，
６
７

５
万
円
に
比
べ
0.9
％
︵
３
，

６
５
１
万
円
︶
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
目
的
別
歳
出
の
主
な
特

徴
点
と
し
て
、
議
会
費
、

衛
生
費
、
災
害
復
旧
費
及

び
基
金
管
理
に
係
る
諸
支

出
金
な
ど
が
増
加
し
た
も

の
の
、
土
木
費
、
公
債
費

が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
全
体
と
し
て
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
対
前
年
度
と
の
比
較
で

は
、
議
会
費
で
、
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
廃
止
に

伴
う
給
付
費
負
担
金
が
大

幅
に
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
地
方
債
の

繰
上
償
還
に
よ
り
大
き
く

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
諸
支
出
金
は
、
公
共
用

地
施
設
整
備
基
金
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
て
に

よ
り
大
幅
に
増
と
な
り
ま

し
た
。 歳

　
　
出
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　高
額
療
養
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　主
に
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
５

カ
年
計
画
策
定
業
務
及
び
震
災
に
よ
る
砂

ろ
過
機
復
旧
工
事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　主
に
堤
防
強
化
事
業
に
よ
る
管
渠
工
事
、

各
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
業
務
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　収
益
勘
定
で
は
、歳
入
で
料
金
収
入
が
減
少
し
、歳
出
で
減
価
償
却
費

が
減
少
し
ま
し
た
。資
本
勘
定
で
は
、歳
入
で
企
業
債
の
借
入
額
が
減
少

し
、歳
出
で
大
規
模
な
更
新
工
事
が
な
か
っ
た
こ
と
で
建
設
改
良
費
が

減
少
し
た
半
面
、震
災
に
伴
い
新
た
に
浄
水
場
の
災
害
復
旧
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

国民健康保険税
3億2,487万円
30.2％

国庫支出金
2億7,820万円
25.8％

　保険給付費
6億9,150万円
65.4％

共同事業
拠出金
1億1,754万円
11.1％

共同事業交付金
1億2,615万円 11.7％

前期高齢者交付金
1億5,602万円 14.5％

その他
1億9,100万円 17.8％

その他
1億590万円 10.1％

後期高齢者
支援金等
1億4,218万円
13.4％

歳入
10億
7,624万円

歳出
10億

5,712万円

歳入
3億
2,570万円

歳出
3億

1,981万円

歳入
1億
3,492万円

歳出
1億

3,471万円

歳入
1億
7,094万円

歳出
1億

5,684万円

後期高齢者医療広域連合納付金
1億2,563万円

93.3％

繰入金 9,342万円
69.2％

後期高齢者医療特別会計
3,914万円 29.0％

総務費 908万円 6.7%

その他 236万円 1.8％
歳入
4億
5,260万円

歳出
4億

4,915万円

歳入

5,615万円

歳出
2億

9,023万円

下水道事業費
8,549万円 26.7％

公債費
2億2,863万円
　71.5％

使用料及び手数料
　　8,218万円 25.2％

その他 1,392万円 4.3％その他 569万円 1.8％

繰入金
　1億4,800万円
　45.4％

町債
8,160万円
25.1％

使用料及び手数料
4,241万円 24.8％

農業集落排水事業費
5,569万円
35.5％

繰入金
1億2,470万円
72.9％

公債費
9,819万円
62.6％

その他 383万円 2.3％その他 296万円 1.9％

営業収益
3億2,419万円 71.6％

負担金
3,068万円 54.6％

補助金
1,829万円 32.6％

営業費用
3億2,632万円 72.7％

建設改良費
2,754万円

9.5％

営業外費用
1億2,226万円 27.2％

特別損失
57万円 0.1％

営業外収益
1億2,841万円 28.4％

（収益勘定）

（資本勘定）

（収益勘定）

（資本勘定）

企業債
590万円 10.5％

出資金
128万円 2.3％

企業債償還金
2億1,652万円

74.6％

災害対策費
4,617万円 15.9％

　介
護
認
定
者
が
年
々
増
加
し
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
増
加
に

よ
り
、決
算
額
全
体
で
は
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

歳入
5億
1,439万円

（保険事業勘定）

歳出
5億

1,372万円

歳入
432万円

歳出
277万円

保険料 9,581万円 18.6％

繰越金 87万円 20.1％

保険給付費

4億6,338万円

90.2％

国庫支出金等

1億853万円 21.1％

支払基金交付金

1億3,909万円 27.0％

繰入金 9,570万円 18.6％

その他 54万円 0.2％
その他

5,034万円 9.8％

（サービス事業勘定）（サービス事業勘定）

県支出金

7,472万円 14.5％

介護予防サービス

345万円 79.9％

介護予防

サービス事業費

277万円 100％

平成23年度

特別会計決算の
概  要
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49.8 47.1 43.8 43.7 41.8 

34.3 34.5 
33.5 32.6 31.8 

15.1 14.5 
13.9 13.7 13.1 

2.3 
0.0 

0.0 

36.4 
34.6 

32.7 31.2 
29.1 

137.8 
130.6 

123.8 121.3 
115.8 

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

175.0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

上水道 公共用地先行取得

農業集落排水 公共下水道

一般会計 合計

5.4 5.4 5.4 
8.0 8.5 

4.7 
3.0 3.0 

3.6 3.0 

6.2 
6.9 6.7 

7.6 

13.0 

0.3 
0.2 0.3 

0.8 

0.7 

16.6 
15.5 15.4 

20.0 

25.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

その他基金 特定目的基金

減債基金 財政調整基金

合計

0.89 0.89 0.87 
0.82 

0.81 

0.77 0.79 0.79

0.75

0.43 0.43 

0.38
0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

五霞町

県内町村平均

類似団体平均

93.2%

86.5% 86.9%

75.1%

88.5%90.9%

90.8%
89.5%

87.0%

85.3%
83.50%

72.0%

75.0%

78.0%

81.0%

84.0%

87.0%

90.0%

93.0%

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基
づいて、平成23年度決算に係る健全化判断比率及び
資金不足比率を報告するものです。この法律では、早期
健全化と財政の再生及び公営企業の健全化を図るた
め、健全化判断比率と公営企業ごとの資金不足比率を
公表し、財政危機を早期に是正することを目的として
います。今回、平成23年度決算に係る健全化判断比率
及び公営企業ごとの資金不足比率を報告するものです。

　実質公債費比率は、前年度までの町債の繰上償還
や借換えにより元利償還金が減少したため、15.3％
（対前年度△1.7％）となりました。また、将来負担比率
は、繰越金の増に伴う公共用地施設整備基金への積
立ての増や、町債残高の減少により、78.5％（対前年
度△23.7％）となりました。今後は県内市町村の平均
に近づけるよう努めます。

　財政力を示す指標で、標準的な行政サービスを提供するのに必要な
費用に対して、町税収入などがどれくらいの割合を占めているかを表
したものです。
　この値が高いほど地方交付税の依存度が低いといえ、また、１に近い
か１を超えるほど財源に余裕があります。

　財政構造の弾力性を示す指標で、家庭でいうと、食費や電気・ガス・水
道代、ローン返済など、決まって支出する生活費を毎月の給料で割った
ものです。
　この比率が低いほど一般財源に余裕があり、新しい行政需要にも対
応できることになります。

実質赤字比率とは　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計の赤字額の程度を指標化し、財政運営の
深刻度を示します。 

連結実質赤字比率　すべての会計の赤字と黒字を合算し、その団体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体
としての運営の深刻度を示します。 

実質公債費比率　借入金の返済及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、数値が高いほど資金繰りが危険であること
を示します。 

将 来 負 担 比 率 　地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点で
の残高の程度を指標化し、数値が高いほど将来財政運営を圧迫する可能性が高いことを示します。

比 率 名
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

平成23年度
－％
－％

15.3%
78.5%

平成22年度
－％
－％

17.0%
102.2%

県内市町村平均
－％
－％

10.4%
63.6%

早期健全化基準
15.0%
20.0%
25.0%
350.0%

財政再生基準
20.0%
40.0%
35.0%

財政力指数（３ヵ年平均） 0.81 経常収支比率 88.5％

町債残高 115.8億円基金残高 25.1億円

五霞町財政の健全化判断比率報告について

健全化判断比率

五霞町

県内町村平均

類似団体平均
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ご
み
の
野
外
焼
却
︵
野
焼
き
︶
は
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

を
除
き
、
法
律
等
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
に
よ
る
煙
、
す
す
、
悪
臭

は
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
ド
ラ

ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼

却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
も
野
焼
き

行
為
と
み
な
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、

正
し
く
分
別
を
行
い
、
決
め
ら
れ
た

方
法
で
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
犬
・
猫
に
よ
る
ふ
ん
や
い

た
ず
ら
な
ど
様
々
な
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

　
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

飼
い
主
の
き
ち
ん
と
し
た
管
理
が
必

要
で
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
﹁
あ
な
た
の
街
を

犬
の
ふ
ん
ゼ
ロ
・
放
し
飼
い
ゼ
ロ
に

し
よ
う
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
を
飼

い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
飼
育

に
関
す
る
普
及
啓
発
が
図
れ
る
よ
う
、

飼
い
主
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
し
ま
す
。

①
ふ
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼

い
主
の
義
務
で
す
。

　
ふ
ん
の
中
の
寄
生
虫
や
病
原
菌
で

病
気
に
か
か
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
努
め
、
ふ
ん
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

②
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
す
る
と
、
飼

い
犬
が
道
路
に
飛
び
出
し
、
交
通
事

故
に
あ
っ
て
し
ま
う
な
ど
多
く
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　
公
園
内
等
に
お
い
て
も
、
ノ
ー
リ

ー
ド
に
し
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

①
飼
い
猫
は
で
き
る
限
り
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う

　
屋
外
は
、
交
通
事
故
、
感
染
症
、

猫
同
士
の
け
ん
か
な
ど
多
く
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
所
の
家
で
ふ
ん
を
し
た

り
、
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
車
の
上
に

乗
っ
て
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
、

近
所
の
迷
惑
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

②
飼
い
猫
に
は
首
輪
と
名
札
ま
た
は

鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
迷
い
猫
の
連
絡
が
入
っ
た
時
に
、

飼
い
主
の
方
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
県
や
町
で
は
、
猫
の
捕
獲
等
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
迷
い
猫
等
が
庭
に
寄
り
つ
か
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
迷
い
猫
等

避
け
グ
ッ
ズ
以
外
に
、
忌き
ひ
ざ
い
避
剤
や

木も
く
さ
く
え
き

酢
液
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
か
す
、
タ

マ
ネ
ギ
の
薄
切
り
、
赤
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
刻
ん
だ
も
の
な
ど
を
庭
に
ま
く
と

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
︵
直
通
︶

◆
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６
（72）
１
２
０
０

　
野
焼
き
の
例
外
と
し
て
は
、
次
の

６
項
目
が
あ
り
ま
す
。

①
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
に

よ
る
焼
却
行
為

︵
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
る
特

定
小
型
焼
却
炉
︶

②
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策
、
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
焼
却

︵
災
害
時
の
木
く
ず
等
の
焼
却
や
消

防
防
災
訓
練
に
よ
る
焼
却
な
ど
。
︶

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

︵
ど
ん
ど
焼
き
、
か
が
り
火
、
た
い

ま
つ
な
ど
。
︶

④
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
焼
却
行
為

︵
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
土
器
の

製
作
に
伴
う
木
く
ず
の
焼
却
、
飯
ご

う
炊
飯
に
よ
る
焼
却
な
ど
。
︶

⑤
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
焼
却
行
為

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
不
可

※
稲
わ
ら
等
の
有
効
活
用
に
関
し
て

は
、
広
報
ご
か
９
月
号
へ
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ

っ
て
軽
微
な
も
の

︵
落
ち
葉
た
き
等
︶

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
は

不
可

　
こ
れ
ら
の
例
外
に
当
て
は
ま
る
野

焼
き
を
す
る
場
合
で
も
、
周
辺
へ
の

生
活
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
野
焼
き
に
よ
る
苦
情

︵
相
談
︶
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
訪

問
し
て
野
焼
き
の
即
中
止
ま
た
は
改

善
指
導
を
行
い
、
み
だ
り
に
焼
却
し

な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
︵
直
通
︶

ご
み
の
野
焼
き
は

　
法
律
等
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
飼
い
犬
・
猫
が
ご
近
所
か
ら

好
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
　
　
　

平成23年度
境警察署管内による
野焼き検挙件数

８件

野
焼
き
の
例
外

犬
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー

猫
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー
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嫌気ろ床槽

沈殿槽

接触ばっ気槽
好気性
微生物

嫌気性
微生物

空気の流れ

空 気

 

嫌気ろ床槽

消
毒
剤

汚 水

浄
化
槽
の
管
理
は
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う

　
﹁
浄
化
槽
の
日
﹂
は
、
昭
和
60
年

10
月
１
日
に
﹁
浄
化
槽
法
﹂
が
施
行

さ
れ
、
浄
化
槽
の
普
及
、
促
進
及
び

浄
化
槽
法
の
周
知
徹
底
を
通
じ
て
、

生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
当

時
の
建
設
省
、
厚
生
省
、
環
境
庁
の

３
省
庁
の
主
唱
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
が
正
し
く
動
作

す
る
よ
う
日
頃
か
ら
き

ち
ん
と
し
た
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き

を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に

す
る
装
置
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
管
理

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
適

正
に
機
能
す
る
よ
う
に
管
理
者
等
が

保
守
点
検
、
清
掃
を
行
い
、
ま
た
、

年
１
回
の
法
定
検
査
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
槽
内
の
機
器
、
ブ
ロ
ワ
ー

︵
送
風
機
︶
や
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
点

検
調
査
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
消
毒

剤
を
定
期
的
に
補
給
し
、
放
流
先
が

不
衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
重
要
な
作
業
で
す
。

　
こ
の
作
業
は
、
茨
城
県
に
登
録
さ

れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
守
点
検
回
数
は
、
設
置

し
て
い
る
浄
化
槽
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜

き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。
定
期
的
に

実
施
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く
浄
化
し

た
処
理
水
に
汚
泥
が
混
じ
っ
て
流
出

し
て
し
ま
っ
た
り
、
浄
化
槽
か
ら
汚

泥
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、
周
辺
住
民

へ
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
は
、
毎
年

１
回
以
上
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
全
ば
っ
気
方
式
浄
化
槽
は
、

お
お
む
ね
６
カ
月
に
１
回
以
上
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
作
業
は
、
町
で
許
可
を
受
け

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

　
町
で
許
可
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽

清
掃
業
者
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
生
活

環
境
Ｇ
ま
で
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
全
ば
っ
気
方
式
と
は
、
固
液
分
離

装
置
で
あ
る
沈
殿
分
離
室
が
な
い
浄

化
槽
の
こ
と
で
す
。

　
浄
化
槽
の
管
理
者
等
は
、
管
理
状

況
ま
た
は
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
次

の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
検
査
は
、
茨
城
県
知
事
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
﹁
社
団
法
人
茨

城
県
水
質
保
全
協
会
﹂
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
設
置
後
の
水
質
検
査
（
法
第
７
条
）

　
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
所
期
の

性
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

使
用
開
始
後
３
カ
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
５
カ
月
の
間
に
検
査
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
検
査
の
申
込
及
び
検

査
手
数
料
は
設
置
届
時
に
収
め
て
い

た
だ
く
前
納
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

・
定
期
検
査
（
法
第
11
条
）

　
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
、
継
続
し
て
所
期
の
性
能
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
毎
年
１

回
検
査
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
種
類
や
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
改
め
て
確
認
し
、
保
守
点
検

・
清
掃
・
法
定
検
査
を
定
期
的
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
社
団
法
人
茨
城
県
水
質
保
全
協
会

　
☎
０
２
９
︵
２
９
１
︶
４
０
０
０

◆
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
︵
直
通
︶

◆
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
３
４

10
月
１
日
は

　
　

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
へ

保
守
点
検
に
つ
い
て

清
掃
に
つ
い
て

法
定
検
査
に
つ
い
て

浄化槽のしくみ

●外観検査
●水質検査
●書類検査

広報ごか　2012．109



広報ごか　2012．10 10

■
第
31
回
五
霞
近
隣

　
　
　
　
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

○
日
時
　
７
月
28
日
・
29
日

○
場
所
　
丸
池
台
球
場

　
　
　
　
五
霞
中
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
参
加
　
10
チ
ー
ム

○
結
果
　
　

　
優
　
勝
　
名
崎
ヤ
ン
キ
ー
ズ
　
（
古
河
市
）

　
準
優
勝
　
境
ニ
ュ
ー
ヤ
ン
キ
ー
ス
（
境
町
）

　
第
３
位
　
五
霞
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
（
五
霞
町
）

　
　
　
　
　
越
谷
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
（
越
谷
市
）

※ 

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
第
３
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
第
31
回
五
霞
近
隣

　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

○
日
時
　
７
月
29
日

○
場
所
　
五
霞
西
小
学
校
校
庭

　
　
　
　
五
霞
中
学
校
校
庭

○
参
加
　
12
チ
ー
ム

○
結
果
　

　
優
　
勝
　
栗
橋
南
ウ
イ
ン
グ
ス
（
久
喜
市
）

　
準
優
勝
　
Ｊ
Ｓ
Ｃ
し
も
つ
ま
　
（
下
妻
市
）

　
第
３
位
　
五
霞
Ｊ
Ｆ
Ｃ
　
　
　
（
五
霞
町
）

※ 

暑
い
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

第
３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
第
６
回
坂
東
市
近
隣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時
　
８
月
５
日

○
場
所
　
坂
東
市
猿
島
球
場

○
参
加
　
７
チ
ー
ム

○
結
果
　

　
優
　
勝
　
小
福
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
五
霞
町
）

　
準
優
勝
　
Ｈ
Ｒ
Ｓ
　
　
　
　
　
　（
吉
川
市
）

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
３
回
公
共
交
通
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た

お
や
つ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
８
月
28
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

お
や
つ
教
室
を
開
催
し
、
親
子
な
ど
29

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
五
霞
町
産
の
お
米
で
作

っ
た
米
粉
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

と
白
玉
だ
ん
ご
の
入
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ポ

ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。
小
麦
粉
で
作
っ

た
も
の
と
は
少
し
違
う
、
モ
チ
モ
チ
と

し
た
食
感
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
が
出
来

上
り
ま
し
た
。

「
マ
ス
ク
」の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た

　
原
宿
台
在
住
の
栗
原
明
さ
ん
か
ら
、

使
い
捨
て
マ
ス
ク
４
，
０
０
０
枚
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
は
、
五
霞
東
小
・
西
小
学
校
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
厚
志
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
９
月
７
日
、
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
五
霞
町
の
公
共
交
通
を
考

え
る
、
３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
既
存
路
線
バ
ス
の
幹
線

ル
ー
ト
と
、
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地

域
を
結
ぶ
支
線
ル
ー
ト
を
拠
点
で
接
続

す
る
方
策
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
既
存
路
線
バ
ス
の
幹
線
ル
ー
ト
で
は
、

役
場
か
ら
中
央
公
民
館
ま
で
の
延
伸
、

原
宿
台
地
域
の
ス
ー
パ
ー
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で
の
利
用

者
が
多
い
南
栗
橋
駅
へ
ル
ー
ト
を
拡
充

す
る
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地
域
へ
の
支

線
ル
ー
ト
で
は
、
町
全
域
を
カ
バ
ー
さ

れ
、
ス
ー
パ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
も

の
や
通
勤
・
通
学
の
需
要
が
多
い
朝
夕

と
、
日
中
で
の
運
行
本
数
を
変
え
る
な

ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
運

行
計
画
の
工
夫
も
必
要
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
４
日

に
開
催
さ
れ
る
五
霞

ふ
れ
あ
い
祭
り
に
お

い
て
、
交
通
に
関
す

る
Ｐ
Ｒ
や
ニ
ー
ズ
調

査
等
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

·•◦まちのわだい◦•·
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ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う

プ
ー
ル
で
つ
り
大
会

　
月
の
行
事
予
定

10

　

思いやりの心で明るい社会を

五霞・境
人権教育研修会が
開催されました

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

１
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

４
日
(木)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

11
日
(木)

・
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し 

15
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

18
日
(木)

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ 

22
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

25
日
(木)

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン 

29
日
(月)

　
８
月
７
日
、
南
児
童
館
に
お
い
て
、

「
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
」
を
行
い
ま

し
た
。
紙
コ
ッ
プ
の
中
の
ホ
ウ
砂
液

に
絵
の
具
で
色
を
つ
け
、
洗
濯
の
り

を
加
え
な
が
ら
割
り
箸
で
一
気
に
か

き
混
ぜ
ま
す
。
す
る
と
、
水
分
を
含

ん
だ
液
体
が
あ
っ
と
い
う
間
に
固
ま

っ
て
い
き
ま
す
。
涼
し
げ
で
透
明
感

の
あ
る
綺
麗
な
ス
ラ
イ
ム
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
作
っ
た
ス
ラ
イ
ム
を
、

手
に
油
を
付
け
て
、
の
ば
し
た
り
、

形
を
変
え
た
り
と
、
ひ
ん
や
り
と
柔

ら
か
い
ス
ラ
イ
ム
の
感
触
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、
西
児
童
館
に
お
い
て
、

「
プ
ー
ル
で
つ
り
大
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
魚

を
児
童
館
の
プ
ー
ル
に
浮
か
べ
て
、

み
ん
な
夢
中
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
つ

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
す
い

か
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
目
隠
し
を

し
て
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
ス
タ
ー
ト

で
す
。
す
い
か
割
り
が
初
め
て
の
お

友
だ
ち
も
多
く
、
す
い
か
に
近
づ
い

て
も
当
た
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
わ
い
わ
い
と
と
て
も
楽
し
み
な

が
ら
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
木
陰
で

ア
イ
ス
を
食
べ
、
暑
い
夏
の
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
雑
巾
が
け
に
挑
戦 

２
日
(火)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

５
日
(金)

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 
11
日
(木)

・
避
難
訓
練 
16
日
(火)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

19
日
(金)

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ 

24
日
(水)

・
こ
の
中
な
ー
ん
だ 

29
日
(月)

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン 

31
日
(水)

　
８
月
10
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
五
霞
・
境
人
権
教
育
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
町
の
教
育
委
員
を

始
め
教
職
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
１

９
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
元
朝
日
新
聞
論
説
委
員

臼
井
敏
男
先
生
を
お
招
き
し
、「
部

落
差
別
を
こ
え
て
〜
取
材
ノ
ー
ト

か
ら
〜
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の

子
供
の
頃
の
体
験
や
新
聞
記
者
と

し
て
取
材
を
通
し
、
経
験
し
た

様
々
な
根
深
い
差
別
の
現
状
や
人

権
問
題
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
マ

ス
コ
ミ
の
部
落
問
題
に
対
す
る
姿

勢
、
取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た

も
の
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
西
日
本

と
東
日
本
で
差
別
の
表
れ
方
が
異

な
る
こ
と
や
、
一
方
で
は
西
日
本

の
東
京
化
、
東
京
の
西
日
本
化
な

ど
、
現
在
に
お
い
て
は
差
別
の
表

れ
方
が
複
雑
化
し
て

お
り
、
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

結
び
に
「
一
人
ひ
と

り
が
す
べ
き
こ
と
は

何
か
。
差
別
し
な
い
。

差
別
を
許
さ
な
い
。」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

相
手
の
気
持
ち
を
理

解
し
偏
見
や
思
い
込
み
を
持
た
な
い

こ
と
。
そ
し
て
、
決
し
て
差
別
を
許

さ
な
い
強
い
心
を
持
つ
こ
と
な
ど
、

人
権
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
、「
同
和
問
題
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
問
題
な
の
か
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
が
存
在

し
、
な
ぜ
無
く
な
ら
な
い
の
か
。
同

和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
同
和
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。」と
い
う
テ
ー
マ
の
人
権

啓
発
ア
ニ
メ
「
同
和
問
題
と
人
権
―

あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
―
」
を

見
て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。
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　役場の代表電話は（84）1111です　

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№446）
特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

 

（
町
民
税
務
課
）

　
健
康
を
守
り
、
生
活
習
慣
病
を
よ

り
効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
以
上
の
方
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
方
が
対
象
で
す
。
７

月
、
８
月
の
健
診
を
受
診
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

○
健
診
日
　
10
月
21
日
(日)

○
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
各
種
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方

は
、
が
ん
検
診
の
受
付
時
間
に
合
わ

せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

◆
健
康
保
険
証

◆
受
診
券
（
紛
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
町
民
税
務
課
②
窓
口
で
再

発
行
で
き
ま
す
。
）

◆
自
己
負
担
金

　
国
保
加
入
者 

１
，
７
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ
　
　

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
０
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
７
月
、
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
が

ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
、

ま
た
、
転
入
等
で
申
込
み
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
健
診
日
　
10
月
21
日
(日)

○
お
申
し
込
み
期
間

　
10
月
１
日
(月)
〜
12
日
(金)

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
受
付
時
間

◆
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

　
午
前
７
時
〜
８
時

◆
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
方

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

○
料
金

◆
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　
20
歳
以
上
39
歳
　
２
，
０
０
０
円

◆
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　
40
歳
以
上 

無
　
料

が
ん
検
診
の
追
加
受
付
に
つ

い
て

◆
胃
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 

１
，
０
０
０
円

　
70
歳
以
上 

５
０
０
円

◆
大
腸
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

◆
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

◆
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

 

３
０
０
円

◆
肝
炎
検
査

　
40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し
て

い
な
い
方 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

い
な
い
方 

３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
町
民
税
務
課
）

　
10
月
か
ら
、
小
児
○福
で
ピ
ン
ク
色

（
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
）
の
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
の
使
い
方
が
変

わ
り
、
白
色
（
０
歳
〜
小
学
３
年
生
）

の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。

　
10
月
以
降
、
茨
城
県
内
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
保
険
証
と

○福
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
負
担
は
次
の
自
己
負
担
額
の
み

小
児
○福
（
ピ
ン
ク
色
の
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
）
の
使

い
方
が
変
わ
り
ま
す

と
な
り
ま
す
。

○
マ
ル
○福
自
己
負
担
額

　
（
医
療
機
関
ご
と
）

◆
外
来
…
…
…
…
…
１
日
６
０
０
円

　
　
　
　
　
月
２
回
ま
で

◆
入
院
…
…
…
…
…
１
日
３
０
０
円

 

月
３
，
０
０
０
円
ま
で

◆
調
剤
薬
局
…
…
…
自
己
負
担
な
し

　
な
お
、
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
領
収

書
を
添
付
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
10
月
以
降
使
用
す
る
受
給
者
証
は

９
月
末
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
９
月
生
ま
れ
の
方
の
み
、

更
新
手
続
の
際
に
新
し
い
受
給
者
証

を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
３
０
０
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は
、

お
済
み
で
す
か
。

　
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
と
10

月
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
Ｇ
（
内
線
２
３
７
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
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「
妊
娠
中
の
歯
の
衛
生
」
、
子
守
唄
、

血
圧
測
定

◆
３
日
目
　
10
月
27
日
(土)

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

ビ
デ
オ
鑑
賞
「
赤
ち
ゃ
ん
・
こ
の
す

ば
ら
し
き
生
命
」
、
お
ふ
ろ
の
入
れ

方
実
習
、
母
乳
相
談
、
血
圧
測
定

○
受
付
　
午
前
９
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
９
時
30
分

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
町
内
在
住
の
妊
婦
及
び
そ
の
家
族

○
お
申
し
込
み
期
限

　
10
月
15
日
(月)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
等
に
つ
い

て
、
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者

を
対
象
に
、
臨
床
心
理
士
・
保
健
師

等
に
よ
る
相
談
を
月
１
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
心
配
な
こ
と
が

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
個
別
相
談
で
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

○
日
時
　
10
月
５
日
(金)

　
　
　
11
月
２
日
(金)
、
12
月
７
日
(金)

○
受
付
　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
町
民
税
務
課
）

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る

と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
10
月
か
ら
３

年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
や
年
金
の
受
給
権

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る

お
知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
、
審
査
の
結
果
、
後
納

制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

◆
下
館
年
金
事
務
所

　

０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
高
齢
者
の
方
　
　
　
　

◆
接
種
期
間
　
10
月
１
日
(月)
〜

　
　
平
成
25
年
１
月
31
日
(木)

◆
対
象
者

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気

の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
）

◆
接
種
方
法
　
町
の
委
託
医
療
機
関

（
猿
島
郡
内
及
び
古
河
市
の
医
療
機

関
等
）
に
予
約
し
接
種

※ 

県
外
で
接
種
す
る
場
合
、
町
と
の

委
託
契
約
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
同

じ
公
費
負
担
額
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

予
診
票
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

※ 

や
む
を
得
ず
、
町
と
協
定
を
締
結

し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種
さ

れ
た
方
は
、
支
払
っ
た
接
種
料
金

の
う
ち
助
成
金
額
分
を
払
い
戻
し

し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
金
額

（
１
人
１
回
ま
で
）
２
，
０
０
０
円

（
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

◆
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

　
年
齢
確
認
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
等
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

◆
接
種
期
間
　
10
月
１
日
(月)
〜

　
　
平
成
25
年
１
月
31
日
(木)

◆ 

対
象
者
　
本
町
に
居
住
し
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
１
・
２
・
３
級
）

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

◆
接
種
方
法

　
か
か
り
つ
け
医
等
で
接
種

◆
助
成
金
額 

２
，
０
０
０
円

（
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

◆
助
成
金
申
請
方
法

　
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
認
印

・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

・
通
帳

◆
申
請
期
間
　
10
月
１
日
(月)
〜

　
　
平
成
25
年
２
月
28
日
(木)

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※ 

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
育
つ
よ
う
、
ま
た
、
妊
娠
中
の

生
活
が
不
安
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

パ
パ
・
マ
マ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
友
達
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
内
容

◆
１
日
目
　
10
月
17
日
(水)

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

講
話
「
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
」
、

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
に
つ

い
て
」
、
血
圧
測
定

◆
２
日
目
　
10
月
23
日
(火)

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
10
分

講
話
「
妊
娠
中
の
栄
養
に
つ
い
て
」
、

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

パ
パ
・
マ
マ
教
室
に
つ
い
て

す
く
す
く
相
談
の
お
知
ら
せ
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（
健
康
福
祉
課
）

　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
せ
ん

か
？

　
町
で
は
毎
年
、
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
を
開
催
し
、
住
民
の
方
に
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時
・
内
容

１
日
目
　
10
月
31
日
(水)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
（
受
付
　
午
後
１
時
か
ら
）

　
医
師
講
話

茨
城
県
古
河
保
健
所

　
所
長
　
川
田 

論
一
　 

先
生

２
日
目
　
11
月
６
日
(火)

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
（
受
付
　
午
前
10
時
か
ら
）

　
調
理
実
習
・
健
康
体
操

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
定
員
　
30
名
（
調
理
実
習
の
み
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
10
月
26
日
(金)
ま
で

※
一
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

デ
イ
ケ
ア
（
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
４
日
(木)
、

　
　
　
11
月
１
日
(木)
、
12
月
６
日
(木)

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
日
頃
か
ら
血
圧
が
気
に
な
る
け
ど
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
方
、
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
成
人
健
康
相
談
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
健
診
や
検
査
の
結
果
の
こ
と
な

ど
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
15
日
(月)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
持
ち
物
　
ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
汁

の
み
お
玉
１
杯
分
程
度
）
　
健
康
手

帳
ま
た
は
血
圧
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

　
健
診
結
果
表
な
ど

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
食
事
や
運
動
で
、
楽
し
く
健
康
な

骨
づ
く
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
　
10
月
12
日
(金)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
話

（
保
健
師
）
、
調
理
実
習（
栄
養
士
）
、

健
康
体
操
（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
10
月
10
日
(水)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
無
理
の
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、

体
力
ア
ッ
プ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

○
日
時
　
10
月
25
日
(木)

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

○
場
所

　
下
妻
市
「
砂
沼
広
域
公
園
遊
歩
道
」

　
茨
城
県
指
定
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

（
６
㎞
程
度
）

○
対
象
者

　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

○
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
10
月
12
日
(金)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　
11
月
４
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

○
場
所

　
古
河
市
福
祉
の
森
会
館

　
２
階
研
修
室

（
古
河
市
新
久
田
町
２
７
１
―
１)

○
内
容

◆
講
演
会
及
び
相
談

　
講
師
　
岩
岡
真
理
先
生

（
古
河
赤
十
字
病
院
　
看
護
師
）

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
同
士
の
懇
談

◆
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
・
説
明

○
参
加
費
　

　
１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

○
お
申
し
込
み
期
限
　

　
10
月
28
日
(日)
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部

西
部
地
区
セ
ン
タ
ー
総
務

　
　
　
鈴
木
徳
男
　
☎
（76）
６
５
１
１

 

（
上
下
水
道
課
）

　
平
成
16
年
度
に
設
置
さ
れ
た
水
道

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
の
開

催
に
つ
い
て

　役場の代表電話は（84）1111です　

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
に
つ

い
て

「
わ
く
わ
く
元
気
づ
く
り
」

ウ
ォ
ー
ク
大
会
参
加
者
募
集

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有

者
の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講

習
会
に
つ
い
て

高
血
圧
予
防
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
の

お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ

い
て

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
検

定
期
間
が
切
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
交
換
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

交
換
の
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、

「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

の
通
知
を
別
途
は
が
き
に
よ
り
送
付

し
ま
す
。

　
作
業
時
の
立
会
い
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
留
守
の
場
合
は
、
敷
地

内
で
の
作
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
換
工
事
は
町
が
委
託
し

た
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
時
に
は
町
発
行
の
受

託
者
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

○
交
換
期
間

　
10
月
11
日
(木)
〜
20
日
(土)

○
交
換
費
用
　
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
☎
（84）
３
０
０
０

 

（
総
務
課
）

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
行
政
区

を
通
じ
て
、
消
防
団
の
活
動
支
援
と

し
て
９
９
６
，
４
０
０
円
の
拠
出
金

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

た
拠
出
金
は
、
消
防
団
の
活
動
資
金

の
一
部
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
霞
町
消
防
協
力
金
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
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お
申
し
込
み
受
付
後
、
内
容
を
審

査
し
可
否
を
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
Ｇ
（
内
線
２
２
７
）

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お
子
さ

ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
Ｇ
（
内
線
２
２
７
）

　
広
報
ご
か
９
月
号
12
ペ
ー
ジ
、
農

業
用
使
用
済
み
農
ビ
農
ポ
リ
の
回
収

記
事
の
収
集
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
訂
正
前
　
10
月
５
日
(金)

　
訂
正
後
　
10
月
４
日
(木)

き
は
そ
の
翌
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
総
務
課
に
提
出
す
る
か
、
ま
た

は
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
原
稿
の
提
出
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

　
お
申
し
込
み
受
付
後
、
内
容
を
審

査
し
可
否
を
申
請
者
に
通
知
し
ま

す
。  

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
Ｇ
（
内
線
２
１
３
）

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
広
告
掲
載
内
容

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
と
し
ま
す
。（
町
内
外

は
問
い
ま
せ
ん
。）

○
広
告
掲
載
箇
所
　

「
広
報
ご
か
」
の
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

最
下
段
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
料

◆
１
段
　
全
枠

　
（
縦
４
．
９
㎝
×
横
18
．
２
㎝
）

　
白
黒
色
　
２
０
，
０
０
０
円
／
月

◆
１
段
　
半
枠

　
（
縦
４
．
９
㎝
×
横
９
．
０
㎝
）

　
白
黒
色
　
１
１
，
０
０
０
円
／
月

○
お
申
し
込
み
方
法

　
掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

末
日
（
当
該
日
が
休
日
に
当
た
る
と

き
は
そ
の
翌
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
総
務
課
に
提
出
す
る
か
、
ま
た

は
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
原
稿
の
提
出
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
10
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
産
業
Ｇ
（
内
線
２
６
２
）

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

 

（
町
民
税
務
課
）

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
使
用
す
る
軽
油

に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
32
．
１

円
の
軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ
て
お

り
、
み
な
さ
ん
の
生
活
の
向
上
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

等
を
混
ぜ
て
「
不
正
軽
油
」
を
製
造

し
て
い
る
人
、
そ
れ
を
販
売
・
購
入

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
軽
油
の
替
わ

り
に
灯
油
や
重
油
等
を
そ
の
ま
ま
車

の
燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
正
軽
油
の
行
為
は

脱
税
と
な
り
、
懲
役
刑
等
の
刑
事
罰

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
軽
油
の
適
正
な
使
用
・
販
売
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
不
正
軽
油
の
製
造

　
10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金

◆
不
正
軽
油
の
運
搬
・
販
売
・
購
入

　
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課
　
軽
油
引
取
税
担
当

　

０
２
９
６
（24）
９
１
９
２

 

（
総
務
課
）

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
有
料
（
バ
ナ
ー
）
広
告
を
募
集
し

我
が
家
の
主
役
募
集

て
い
ま
す
。 

○
広
告
掲
載
内
容
　

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
と
し
ま
す
。（
町
内
外

は
問
い
ま
せ
ん
。）

○
広
告
掲
載
期
間
　
各
月
の
１
日
か

ら
末
日
ま
で
の
１
カ
月
を
単
位
と
し
、

連
続
す
る
最
長
期
間
は
、
12
カ
月
と

し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
箇
所
　
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
で
町
が
指
定

し
た
位
置
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
募
集
枠
数

　
10
枠
以
内
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
料
金
（
１
枠
）

　
１
カ
月 
１
０
，
０
０
０
円 

　
３
カ
月
以
上
連
続
し
て
掲
載
す
る

場
合
の
掲
載
料
金
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

（１）
３
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　
１
カ
月
に
つ
き
　
９
，
０
０
０
円

（２）
６
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合 

　
１
カ
月
に
つ
き
　
８
，
０
０
０
円

（３） 

12
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　
１
カ
月
に
つ
き
　
７
，
０
０
０
円

○
広
告
の
規
格
（
１
枠
）

◆
画
像
の
大
き
さ
　
縦
60
ピ
ク
セ
ル

×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル 

◆
画
像
容
量
　
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内 

◆
画
像
の
フ
ァ
イ
ル
形
式

　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式 

◆
画
像
の
状
態
　
静
止
画

○
お
申
し
込
み
方
法

　
掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

末
日
（
当
該
日
が
休
日
に
当
た
る
と

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

有
料
広
告
募
集

広
報
ご
か
に
広
告
を
掲
載
し

て
み
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
お
知

ら
せ

相
　
談

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

ダ
メ
！
不
正
軽
油

お
詫
び
と
訂
正
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○
日
時
　
10
月
６
日
(土)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　【
古
河
会
場
】古
河
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー（
は
な
も
も
プ
ラ
ザ
）、

【
下
妻
会
場
】下
妻
公
民
館

○
内
容
　
相
続
・
贈
与
・
会
社
等
の

登
記
に
関
す
る
相
談
、
土
地
・
建
物

の
測
量
及
び
登
記
に
関
す
る
相
談
、

土
地
境
界
問
題
な
ど

○
そ
の
他
　
相
談
は
無
料
で
す
。
事

前
予
約
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日

会
場
に
て
受
付
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

茨
城
司
法
書
士
会

　

０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

※
当
日
、
電
話
相
談
も
受
付
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
21
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
予
約
な

し
で
先
着
順
に
相
談
で
き
ま
す
。）

○
受
付
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

○
場
所
　
下
妻
公
民
館

○
相
談
内
容
　
夫
婦
関
係
、
親
子
関

係
、
相
続
関
係
、
扶
養
関
係
、
金
銭

関
係
、
土
地
関
係
な
ど

○
日
時
　
10
月
20
日
(土)

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

○
お
受
け
す
る
相
談
内
容
等

　
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料

負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負
担
軽

減
策
な
ど

○
回
答
者
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
医
療
・
福
祉
団
体

の
ス
タ
ッ
フ

○
相
談
料
　
無
料

○
受
付
電
話
番
号

　

０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

　

０
２
９
（
８
２
２
）
１
３
４
１

　
「
茨
城
―
那
覇
線
」
が
、
10
月
以

降
も
神
戸
経
由
便
で
１
日
１
往
復
運

航
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

茨
城
空
港
を
利
用
し
た
ご
旅
行
な
ど

を
計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
週
間

○
茨
城
か
ら
神
戸
線

（
毎
日
２
往
復
運
航
）

○
茨
城
か
ら
札
幌
（
新
千
歳
）
線

（
毎
日
２
往
復
運
航
）

　
運
航
ダ
イ
ヤ
、
料
金
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク
に
電
話
（


０
５
０
（
３
１
１
６
）
７
３
７
０
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
空
港
対
策
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
２
７
６
１

　
法
務
省
の
支
援
の
下
、
全
国
一
斉

の
「
公
証
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
人
に
財
産
を
遺
す
に
は
、
公

正
証
書
で
の
遺
言
を
残
し
て
お
け
ば

安
心
で
す
。
遺
言
内
容
を
ど
う
し
よ

う
か
悩
ん
だ
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
予
約
も
可
能
で
す
。
な
お
、
公

正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

公
証
週
間
中
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で

も
無
料
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
公
証
役
場

　

０
２
９
６
（24）
９
４
６
０

　
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学

校
（
高
校
生
は
除
く
）
の
平
成
25
年

３
月
卒
業
予
定
者
及
び
未
就
職
既
卒

者
を
対
象
に
「
大
好
き
い
ば
ら
き
就

職
面
接
会
（
後
期
）｣

を
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
企
業
１
２
０
社
の
企
業
説
明

や
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
前
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。
履
歴
書
を
複
数
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
日
及
び
場
所

【
土
浦
会
場
】
10
月
29
日
(月)

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

【
水
戸
会
場
】
10
月
24
日
(水)

◆
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

◆
面
接
会
　
午
後
１
時
〜
４
時

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
労
働
政
策
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
４
５

○
訓
練
科
名
・
定
員
、
訓
練
期
間

機
械
技
術
科
、
自
動
車
整
備
科
、
情

報
技
術
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科

定
員
　
各
科
20
名
、
訓
練
期
間
２
年

○
応
募
資
格
　
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業

見
込
み
含
む
）
も
し
く
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

○
受
付
期
間
　
10
月
22
日
(月)
〜

　
　
　
　
　
　
11
月
２
日
(金)

○
試
験
日
　
11
月
９
日
(金)

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学

院

０
２
９
（
８
４
１
）
３
５
５
１

 

（
総
務
課
）

　
行
政
相
談
週
間
（
10
月
15
日
(月)
〜

21
日
(日)
）
が
始
ま
り
ま
す
。
　
　

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
分
か
り

づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
の
改
善
、
施

設
等
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
行
政
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、

竹
内
邦
博
さ
ん
が
行
政
相
談
員
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
同
行
政
相
談
所
及
び
町

行
政
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ

れ
ま
す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
厳

守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
合
同
行
政
相
談
所

◆
日
時
　
10
月
10
日
(水)

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　

　
下
妻
公
民
館
２
階
大
会
議
室

○
町
行
政
相
談
所

◆
日
時
　
10
月
30
日
(火)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課

　
☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

◆
行
政
・
防
災
Ｇ
（
内
線
２
２
８
）

「
法
の
日
」司
法
書
士
、土
地

家
屋
調
査
士
法
律
相
談

調
停
相
談
会
開
催
の
お
知
ら

せ
　

相
談
無
料
、秘
密
は
厳
守

し
ま
す

10
月
１
日
か
ら
、「
茨
城
―
那

覇
線
」が
引
き
続
き
運
航

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　役場の代表電話は（84）1111です　

「
国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室
」

2012.10.1～10.27
神戸空港経由
茨城⇒那覇
11:45 → 15:45

那覇⇒茨城
12:50 → 16:35

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

県
立
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
25
年
学
院
生
募
集
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町
放
射
線
量
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

五霞幼稚園
五霞保育園

五霞第一幼稚園
川妻保育園

五霞中学校

五霞西小学校

五霞東小学校

0.067

0.088

0.081

0.069

0.089

0.094

0.068

南児童館

西児童館

0.073

0.077

0.084

8／1
8／2

8／15
8／17

9／5
9／6

9／19
9／21 9／6

0.071

0.085

0.077

0.072

0.078

0.091

0.078

0.071

0.077

0.098

0.054

0.073

0.091

0.074

0.070

0.077

0.090

0.064

測定場所

大気測定値

採水日

川妻浄水場

行田浄水場

水道水測定値単位：マイクロシーベルト
単位：ベクレルキログラム

※大気中の測定に使用している機器の性能上、茨城県の測定結果と
　差異が生じる場合があります。
※測定は、天候や風向きなどの気象条件によっても変わります。
○大気中測定値のお問い合わせ　総務課 （84）1111

○水道水測定値のお問い合わせ
　上下水道課 （84）3000

ヨ ウ 素

セシウム

8／2

不検出

不検出

不検出

不検出

ヨ ウ 素

セシウム

不検出

不検出

不検出

不検出

ド
、
▼
ひ
た
ち
な
か
市
物
販
店
・
飲

食
店
、
▼
常
陸
大
宮
市
物
販
店
、
▼

那
珂
市
饅
頭
等
、
▼
鉾
田
市
物
産
品

の
試
食
及
び
販
売
、
▼
茨
城
町
涸
沼

し
じ
み
・
し
じ
み
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
、

し
じ
み
汁
・
漬
物
各
種
等
、
▼
東
海

村
い
も
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
焼
き
芋
・

い
も
菓
子
各
種
・
手
打
ち
そ
ば
、
▼

大
子
町
お
や
き
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
入
園
料
　
無
料
（
駐
車
料
金
等
が

別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
公
園
街
路
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
４
６
５
５

◆
茨
城
県
企
画
部
ひ
た
ち
な
か
整
備
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
２
７
７
８

◆
当
日
の
連
絡
先

　
ひ
た
ち
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
　

　

０
２
９
（
２
６
５
）
９
０
０
１

○
日
時
　
11
月
１
日
(木)

　
　
　
午
前
９
時
40
分
〜
11
時
15
分

○
場
所

　
県
立
境
特
別
支
援
学
校

（
境
町
塚
崎
２
１
７
０
）

○
対
象
者
　
五
霞
町
に
在
住
の
方

○�

お
申
し
込
み
方
法
　
ご
希
望
の
方

は
、
10
月
29
日
(月)
ま
で
に
事
前
に

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
境
特
別
支
援
学
校

（87）
８
２
３
１

　
担
当
　
益
子

　
茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最
低

賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
を
時
間

額
６
９
９
円
（
７
円
引
き
上
げ
）
に

改
定
し
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

平
成
24
年
10
月
６
日
か
ら
茨
城
県
内

の
全
産
業
・
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
最
低
賃
金
法
に
よ
り
、
茨
城
県
最

低
賃
金
に
満
た
な
い
賃
金
額
を
内
容

と
す
る
契
約
は
、
労
使
双
方
の
合
意

で
締
結
し
て
も
、
賃
金
額
に
つ
い
て

は
無
効
と
さ
れ
最
低
賃
金
と
同
額
の

契
約
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（

０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
６
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
種
目
　

　
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
後
期
）

◆
受
験
資
格

　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間
　
平
成
25
年
１
月
23
日

(水)
〜
２
月
１
日
(金)

◆
採
用
試
験
・
発
表

　
試
験
　
第
１
次
　
３
月
２
日
(土)

　
　
　
　
第
２
次
　
３
月
15
日
(金)

　
発
表
　
第
１
次
　
３
月
８
日
(金)

　
　
　
　
最
　
終
　
３
月
22
日
(金)

◆
待
遇
　
学
生
手
当
支
給

　 

１
０
８
，
３
０
０
円
（
毎
月
）

○
種
目

　
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
採
用
）

◆
受
験
資
格

　
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

◆
受
付
期
間
　
11
月
１
日
(木)
〜
平
成

25
年
１
月
７
日
(月)

◆
採
用
試
験
・
発
表

　
試
験
　
第
１
次
　
１
月
19
日
(土)

　
　
　
　
第
２
次
　
２
月
２
日
(土)
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
日
(火)
の
間

　
発
表
　
第
１
次
　
１
月
28
日
(月)

　
　
　
　
最
　
終
　
２
月
22
日
(金)

◆
待
遇
　
生
徒
手
当
支
給

 
９
４
，
９
０
０
円
（
毎
月
）

○
お
問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
　
筑
西

地
域
事
務
所
（
〒
３
０
８
―
０
０
４

１
茨
城
県
筑
西
市
乙
１
０
４
０
、
Ａ

Ｏ
Ｉ
ビ
ル
２
階
）

　

０
２
９
６
（22）
７
２
３
９

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.go
.jp
/

pco/ibaraki/

○
日
時
　
10
月
21
日
(日)
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
荒
天
中
止
）　

○
場
所
　
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

　
　
　
　
水
の
ス
テ
ー
ジ
周
辺

○
内
容
　
　

【
特
産
品
の
販
売
】
▼
水
戸
市
水
戸

の
銘
菓
販
売
、
▼
日
立
市
農
産
物
・

水
産
物
加
工
品
の
販
売
、
▼
常
陸
太

田
市
常
陸
秋
蕎
麦
・
里
美
ジ
ェ
ラ
ー

自
衛
官
募
集

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
線
漏
れ
の
影
響
を
考
慮
し
、
町
で
は
、

水
道
水
や
大
気
の
測
定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
測
定
値
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
「
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」

の
測
定
結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
水
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ

り
、
７
月
か
ら
１
カ
月
に
１
回
の
検
査
に
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
最
低
賃
金
10
月
６
日

か
ら
改
定

「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
催
の
お
知
ら
せ

茨
城
県
立
境
特
別
支
援
学
校

「
学
校
公
開
」の
お
知
ら
せ



イベント情報イベント情報

広報ごか　2012．10

　

18

境地区交通安全推進大会が開催されます
　地域住民に対し、交通事故の防止と交通安全に対す
る意識の高揚を図ることを目的とした境地区交通安全
推進大会が、境地区交通安全協会主催により次のとお
り開催されます。
　当日は、『あった会による交通安全＆振り込め詐欺寸
劇』、『五霞中学校吹奏楽部による演奏』、『よさこい五霞
愛好会』など様々なアトラクションを行う予定ですの
で、みなさんも家族そろってご参加ください。
○日時　10月8日（月）※祝日　午後1時30分受付開始
○場所　五霞町中央公民館
○お問い合わせ
　総務課　行政・防災Ｇ　84―1111（内線214）

市民公開講座のお知らせ
　生活習慣病の対応と予防に重点をおいた公開講座を
五霞町・境町の住民を対象に開催します。みなさんお
誘い合わせのうえお越しください。
○日時　10月20日（土）　午後1時30分から
○場所　五霞町中央公民館　講堂
○講演会内容
◆「高血圧について考えよう」
　講師　茨城西南医療センター循環器内科医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　羽鳥　光晴氏
◆「糖尿病の予防について」　
　講師　茨城西南医療センター腎臓内科部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚　　正氏
○主催　猿島郡医師会
○共催　五霞町・境町
○お問い合わせ　保健センター　84―1910

第63回消防ポンプ操法競技大会
県西地区大会が開催されます

　消防ポンプ操法大会は、消防団員の強固な消防精神
を養成し、厳正な規律、確実な団体行動の徹底を図り、
火災現場において迅速かつ的確に消火活動に当たる団
員の育成を目的に消防ポンプ操法の技術を県西地区の
10市町11チームが競います。
　当町からは、五霞町消防団を代表し、第1分団員6名
が出場します。第1分団では、6月から大会に向けて
訓練に励んでいます。
　大会当日は、町民のみなさんも家族そろって見学に
お出かけください。
○日時　10月14日（日）　午前9時から
○場所　結城市民文化センター「アクロス」駐車場
○お問い合わせ
　総務課　行政・防災Ｇ　84―1111（内線214）

第７回文化祭
～きらめく町にきらめく人ときらめく心を～
　文化協会所属10団体や公民館講座、各種クラブなど
によるステージ発表や作品の展示、陶芸などの体験と
様々な楽しい企画をしています。みなさんお誘い合わ
せの上、ご来場ください。
○日時　11月1日（木）～3日（土）
　　　　午前9時～午後5時（但し3日は午後4時まで）
○場所　中央公民館
○主催　町文化協会
○お問い合わせ
　教育委員会　生涯学習Ｇ　84―1460

第７回五霞ふれあい祭りが開催されます
　今回は「食」をテーマに、五霞町産食材を使った料理
やこだわりの手料理・ご自慢料理などの飲食品や物販
品の提供・販売のほか、その食事を一層美味しいものに
してくれるステージなどでのショー、グラウンドや体
育館での参加体験型ワークショップの実施など、食べ
て楽しめる五霞ふれあい祭りです。
　みなさんお誘い合わせの上、ご来場ください。
○日時　11月４日（日）　午前９時～午後２時（予定）
　※�雨天の場合は、五霞中学校体育館等で開催します。
○場所　五霞中学校　グラウンド・体育館
○内容
　◆食べる・買う
　　飲食品・物販品の提供・販売
　◆参加・体験
　　楽しく・学べる参加体験型ワークショップなど
　◆観る
　　ステージなどでのショー発表
○お問い合わせ
　五霞ふれあい祭り事務局（役場財務課）
　84―1111（内線221）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
10
月
31
日
(水)

　
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

対象税等 町　税　等
学校給食費 介護保険料 保育料 上下水道料金 下水道

受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
教育委員会
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ

税　　務Ｇ
学校教育Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）3000 （84）3000

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の
開

設
に
つ
い
て



健康応援隊！The

学校コーナー学校コーナー

生きる力に満ちた生きる力に満ちた

体験！発見！挑戦！

五霞っ子体験
交流教室

五霞っ子体験
交流教室

五霞東小学校
５年

藤倉 日向さん

（５年生）

広報ごか　2012．1019

　

人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線227）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数10月の納税 納期限：10月31日（水）です

町 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料
学 校 給 食 費

3 期
4 期
4 期
4 期
10月分
7 期

町民税務課 税務G 内線254
町民税務課 税務G 内線253
町民税務課 税務G 内線252
健康福祉課 高齢者支援G 内線239
健康福祉課 社会福祉G 内線237
教育委員会 学校教育G 84-1462

9

9,431

4,708
4,723

3,169

98

32
66

56

	 前月比 －6人	 （±0人）

　
漢
字
表
記
に
す
る
と
、
「
秋
」
と

い
う
字
が
含
ま
れ
る
魚
が
い
ま
す
ね
。

そ
う
で
す
、
「
サ
ン
マ
」
で
す
。

「
サ
ン
マ
」
は
、
漢
字
で
は
「
秋
刀

魚
」
と
書
き
ま
す
。
秋
に
旬
の
時
期

を
む
か
え
、
体
の
形
が
刀
の
よ
う
な

魚
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
に
な

り
ま
し
た
。
「
サ
ン
マ
」
の
よ
う
な

背
中
の
青
い
魚
に
は
、
「
Ｄ
Ｈ
Ａ
」

や
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
っ
た
「
不
飽
和

脂
肪
酸
」
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
「
不
飽
和
脂
肪
酸
」
は
、
血

液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
「
サ
ン
マ
」
は
、
お
い
し
い
食
べ

方
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
番

手
軽
な
の
は
「
焼
き
サ
ン
マ
」
で
す

ね
。
焼
い
た
サ
ン
マ
に
は
、
「
大
根

お
ろ
し
」
を
添
え
て
一
緒
に
食
べ
る

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
「
大
根
お
ろ
し
」
に
は
、
脂
の
の

っ
た
サ
ン
マ
を
さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ

く
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
大
根
に
含

ま
れ
る
「
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
」
な
ど
の

食
欲
の
秋
、
旬
の
味
覚
「
サ
ン
マ
」

　
私
が
九
十
九
里
に
行
っ
て
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、海
に
入
っ
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
が
住
む
五
霞
町
に
は
海
が
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
九
十
九
里
小
学
校

と
の
交
流
学
習
は
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
空

は
曇
っ
て
い
る
し
、
冷
た
い
風
も
吹
い

て
い
た
の
で
寒
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

私
は
友
だ
ち
と
た
く
さ
ん
の
貝
が
拾
え

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
海

に
入
り
波
を
受
け
な
が
ら
遊
ん
で
い
た

ら
、
し
だ
い
に
波
が
高
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
髪
の
毛
ま
で
ぬ
れ
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
海
か
ら
上
が

っ
た
ら
と
て
も
寒
か
っ
た
の
で
、
足
に

砂
を
か
け
て
あ
っ
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
菅
原
ガ
ラ
ス
に
行
っ
た

こ
と
で
す
。
私
は
、
葉
っ
ぱ
の
形
を
し

た
お
皿
を
作
り
ま
し
た
。
私
の
番
に
な

っ
て
、「
や
る
ぞ
！
」
と
張
り
切
り
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
に
熱
く
遠
ざ
か
り

な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
の
す
じ

を
つ
け
る
時
に
は
、
少
し
失
敗
し
て
し

ま
い
変
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
な
の
で
満

足
し
て
い
ま
す
。

　
３
日
間
の
九
十
九
里
で
の
交
流
教
室

を
通
し
て
、
五
霞
西
小
や
九
十
九
里
小

の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
海
遊
び
や
地
引
き
あ
み

な
ど
の
体
験
は
、
今
ま
で
に
な
い
貴
重

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

酵
素
が
消
化
を
助
け
た
り
、
魚
の
こ

げ
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
性
物
質
を
作

り
に
く
く
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
「
焼
き
サ
ン
マ
」
と
「
大
根

お
ろ
し
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
と
て

も
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
す
ね
。

　
秋
が
深
ま
っ
て
き
て
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
も
日
を
増
す
ご
と
に
強
ま
っ

て
き
ま
す
。
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ

う
に
、
一
年
の
内
で
最
も
活
動
の
し

や
す
い
こ
の
時
期
を
健
康
管
理
に
努

め
、
大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　
実
り
の
秋
は
、
何
を
食
べ
て
も
お

い
し
い
季
節
で
す
。
つ
い
つ
い
、
食

べ
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
食
べ
す
ぎ
に
注
意
し
て
、

旬
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課
　
管
理
栄
養
士
）

海岸の砂浜での遊び 地引き網



第65回町民ソフト
ボール大会（中学校
野球グラウンド・丸
池台球場）【2日目】

28

西南西南西南友愛

ハロウィン
　　　　（西児童館）
生活習慣病予防教室
　　（保健センター）
町税等夜間収納窓口
　　　　　（各窓口）

3130
ハロウィン
　　　　（南児童館）
この中なーんだ
　　　　（西児童館）

29 缶類

がん健診・特定健診
　　（保健センター）
第65回町民ソフト
ボール大会（中学校
野球グラウンド・丸
池台球場）

21

西南西南西南西南 西南

手作りクッキング
　　　　（西児童館）
３～５カ月児健診
　　（保健センター）

24 可燃ごみ不燃ごみ
パパママ教室③
　　（保健センター）

2723
みんなでクッキング
　　　　（南児童館）

パパママ教室②
　　（保健センター）

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
わくわく元気づくり
ウォーク大会
　　（保健センター）

25
　
26

第23回Ｂ＆Ｇ会長
杯兼第62回町民バ
レーボール大会（Ｂ
＆Ｇ海洋センター）

14

西南西南西南西南

西南

西南 西南

パパママ教室①
　　（保健センター）
３歳児健診
　　（保健センター）

17 可燃ごみ
市民公開講座
　　　（中央公民館）

20
スリッパ飛ばし
　　　　（南児童館）
成人健康相談日
高血圧予防相談
　　（保健センター）
道の駅ごか（定休日）

16
避難訓練（西児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
わくわく元気づくり
　　（保健センター）

18
ちびっこ広場
　　　　（西児童館）

19ビン類・ペットボトル缶類
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10月 お知らせカレンダーお知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）（87）8111
日赤：古河赤十字病院（古河市）（23）7111

：友愛記念病院（古河市）（97）3000

※輪番日及び時間…月・火・水・木・土曜日：午後６時～午後11時、日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセンター病院でも小児医療を対応しています。

友愛

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼
　住　　民　　票　　………本人及び同一世帯の方
　戸籍謄本・抄本　　………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
　印　鑑　証　明　　………印鑑登録証をお持ちの方
※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
　　　　　　　　　　　　　　○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　（84）1965

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線227）までお申し込みください。

町民税務課

東日本大震災義援金について
　平成25年３月31日㈰まで受
付期間を延長いたします。
　引続き、皆様のご協力をお願
いします。お預かりした義援金
は、日本赤十字社茨城支部に送
金し、被災者への生活支援や見
舞金に使われます。

○義援金送金額
　1,186,726円（9月13日現在）

日 月 火 水 木 金 土

第21回町民テニス
大会
　（町テニスコート）

7 8

15

22

紙類
　
9

　
3 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
ドッジボール大会
　　　　（西児童館）
わくわく元気づくり
　　（保健センター）

11

第９回町民グラウン
ドゴルフ大会
　　　（みずべ公園）　

6
ママといっしょ
　　　　（南児童館）
ふれあいハート教室
　　（保健センター）
廃プラ回収日
（カントリーエレベーター）

4 可燃ごみ
ちびっこ広場
　　　　（西児童館）
すくすく相談
　　（保健センター）

5

西南西南

西南 日赤

日赤

西南

西南西南

西南西南

西南

西南
輪番休止日

消費生活相談窓口
　　　（ひばりの里）

10
骨粗しょう症予防教室
　　（保健センター）

可燃ごみ12
　
13

雑巾がけに挑戦
　　　　（西児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

2
ドッジボール大会
　　　　（南児童館）

1

境地区交通安全推進
大会
（五霞町中央公民館）

道の駅ごか（定休日）

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

　

毎日の夜間／18時30分～23時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

不燃性粗大ごみ

ビン類・ペットボトル缶類

体育の日

可燃性粗大ごみ

友愛

10月から、小児医療輪番制の実施病院が追加さ
れました。
古河赤十字病院→毎月第１、３金曜日
※12月は病院の都合により第２金曜日のみ

大関昇・美穂さん
（江川）の長女
（父母のひと言）
最近はお喋りやお歌も上手になったのん
ちゃん。これからも笑顔で明るい元気な
子に育ってね！

希実 ちゃん
のぞ み

平成22年９月12日生

広報ごか　2012．10 20


